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地
域
・
区
民
・
区
民
会
議
の
取
組

■魅力発見ワーク
ショップの開催

ワークショップには、子どもも参加できるよう
な内容になるように配慮する。
ワークショップは、次のような内容が考えられ
る。

１）中原区の魅力資源の確認
区制40周年記念写真集等の既存資料をもとにし
て中原区の４０年の振り返り、中原区の魅力を
確認する。

２）中原区の魅力についての意見交換
ワークショップ参加者による中原区の魅力につ
いて話し合い、どのような魅力があるか出し合
う。

３）中原区の魅力の整理
意見交換で出された意見を整理して中原区にど
のような魅力があるのか整理する。

■ワークショップ実行委
員会の発足
ワークショップ実行委
員会の発足して開催す
る。
実行委員会に参加する
団体は、次のものが考
えられる。
○歴史文化、観光に関
　わる団体
○区制40周年記念写真
　集作成委員会委員
○区民会議
○区役所

・新旧住民それぞれが、近所の
ちょっとしたスポットなど自分の
知っている身近な魅力を持ち合う
ことにより、区の魅力を引き出すと
ともに、住民交流の機会になる。

・企業もいろいろな取組を行って
いるので、ワークショップで紹介で
きると良い。

・ワークショップにより区の魅力が
明確になれば、他の取組にも繋が
ることや情報発信がしやすくなる。

【取組の実現に向けた課題】
・実施体制
・参加者集めの方法
・開催時期、開催場所（他の取組
につながるのでなるべく早い時期
に）

区
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
取
組

■カルタ・紙芝居の
作成

■区内の学校やわくわくプラザ、こども文化
　センター等での活用
・区内の学校やわくわくプラザ、こども文化
　センターに配布し、授業や子どもたちの遊
　びやイベントで活用する。
・学校では、地元の歴史学習などにつなげて
　もらう。

■中原図書館で紙芝居の実施
・中原図書館が開催しているおはなし会など
　で活用する。

■紙芝居やカルタのダウンロード
・多くの人が紙芝居やカルタで楽しめるよう
　に、ホームページからダウンロードできる
　ようにする。

■電子紙芝居の作成
・パワーポイントなどを使った絵に動きがあ
　る紙芝居を作成する。

■作成委員会の発足
作成委員会を立ち上げ
て作成を行う。
編集委員会の参加団体
は、次のような団体が
考えられる。
○歴史文化、観光に
　関わる団体
○イラスト作成ができ
　る人もしくは団体
（市内の大学などとの
　連携）
○区民会議
など

・紙芝居にはストーリーが必要だ
が、中原区の歴史でストーリー性
があるものはあるか。

・紙芝居は、本格的な絵ではなく、
イラストのような子どもに親しまれる
ものが良いが、そのイラストを描く
ことができる人をどのように探すの
か。

・カルタのイラストは、小学生に書
いてもらっても良いのではないか。

・来年は、川崎市制90周年なの
で、これを記念した紙芝居、カルタ
作成ができないか。

・編集委員会には、どのような団体
に参加してもらうか。

【取組の実現に向けた課題】
・編集委員会の体制
・紙芝居、カルタの題材収集の方
法
・紙芝居：ストーリー、イラスト
・カルタ：題材選び、イラスト
・作成スケジュール
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実施スケジュール（H26年）

中
原
区
の
魅
力
を
活
か
し
た
地
域
住
民
の
交
流

作
成
委
員
会
立
ち
上
げ

作
成
方
針
の
検
討

作
成
作
業

学
校
や
図
書
館
に
配
布
・
イ
ベ
ン
ト
等
の
開

催

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
内
容
検
討

参
加
者
募
集

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

資料３

ワーク
ショップで
抽出された
中原区の
魅力を、以
下の取組
に反映させ
る。
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区
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
取
組

■なかはらブランド
の制定

区内でつくられているものを「なかはらブラン
ド」として位置づけ、区内に広くＰＲする。

■なかはらブランド冊子の作成
・なかはらブランドを紹介する冊子の作成。

■なかはらブランドワッペンの作成
・なかはらブランドワッペンを作成し、
　なかはらブランドに選考されたものに付け
　て販売する。

■川崎市で認定された中原区産のもののPR
・かわさきものづくりブランド、かわさき
　育ちなど、市全体でブランド化されてい
　る中原区産のものを取り上げ、市政だよ
　り区版やホームページでPRする。また、
　なかはらメディア・ネットワーク参加企
　業にそれらのPRを依頼する。

■選定委員会の立上げ
○区内の歴史文化や
　観光に関わる団体
○商店会
○区民会議
等

・区内の企業の取組も魅力になる
と思うので、「なかはらブランド」は
有効なPR方法である。

・選考委員会には、どのような人や
団体が参加するべきか。

・なかはらブランドの選出基準とし
てどのようなものが考えられるか。

・「魅力発見ワークショップ」は、な
かはらブランドをになりそうなもの
を把握するために有効である。

【取組の実現に向けた課題】
・選考委員会の体制
・選考基準
・ブランド候補の募集方法
・選定されたなかはらブランドの
PR方法

区
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
取
組

■中原区のものづく
りの体験・ＰＲ

多くの区民に中原区のものづくり技術を知って
もらうために、学校の生徒や親子で楽しめる中
原区のものづくりの体験やＰＲを行う。

■ものづくりに関する出前授業
・区内の学校でものづくりに関する授業を取
　入れ工場関係者が出前事業を実施。

■展示会場の設置
・多くの人が目に留まる場所に区内でつくら
　れた工業製品の常設展示場所を設置。
　（区役所や市民館等）

■万華鏡工作を広く販売・配布
・等々力工業会で販売している万華鏡等を
　区役所などの公共施設で販売。
・区内のこども文化センターやわくわくプラザ
　などで活用。
など

○区内の工場に関わる
　団体
○区民会議
等

・どのような団体と連携して実施す
るか。

・区内の学校で出前授業ができる
か。（授業の中に取り入れてもらえ
るか。）

・多くの人に見てもらえる展示ス
ペースを設置できるところはどこ
か。

・区民祭や小杉フェスタなどの既
存のイベントなどでものづくり体験
イベントをできないか。

【取組の実現に向けた課題】
・連携する団体
・学校との連携
・多くの人に見てもらえる展示場所
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区
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
取
組

■魅力案内ガイド
育成講座の開催

中原区の魅力を案内するボランティガイドを養
成する講座を開催する。

■区内の名所やコース紹介
・イベントで巡る名所やコースを紹介。

■イベントの開催方法
・イベントの周知方法や運営方法、名所の案内
　の方法等、イベント開催方法のレクチャー。

■資料・情報の提供
・名所を巡るイベントを開催する際に必要な
　資料や情報の提供。

など

○歴史文化、観光、
　散策等に関わる
　団体
○区民会議
等

・講座を受けた人が、各地域でツ
アーを計画してもらいたい。このよ
うになるために、どのような講座を
開催すれば良いか。

・講座では、若い人が参加するた
めの方法をレクチャーする必要が
ある。

・講座希望者が集まるかどうかが
懸念される。

・「魅力発見ワークショップ」は、中
原区の魅力を把握するために有
効である。

【取組の実現に向けた課題】
・講座の内容
・魅力に関する情報収集の方法

情
報
発
信
に
関
わ
る
取
組

区
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
取
組

■なかはらメディア
ネットワークとの意
見交換

中原区魅力発見ワークショップ等で出された区
の魅力に関する情報を踏まえて、なかはらメ
ディア・ネットワーク参加企業と情報発信方法
に関する意見交換を行う。

○区民会議
等

・企業なので何もなく情報発信方
法を聞くことは難しいと思う。区民
側（区民会議等）からの情報提供
も必要である。

・魅力発見ワークショップで出され
た内容を各メディアに提供する。

【取組の実現に向けた課題】
・意見交換の内容
・参加企業への情報提供の内容
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区
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
取
組

■なかはらメディア
ネットワーク情報
コーナーの活用

情報発信拠点として、現在、なかはらメディア
ネットワーク情報コーナーが、区役所、保健
所、市民館、図書館、タワープレイスに設置さ
れているが、さらに市民の目につくところに設
置する。

効果的な情報発信の方法を検討する。

○区民会議
○区役所

・多くの人に目につく場所、情報を
と取ってもらえる場所はどのような
ところか。

【取組の実現に向けた課題】
・設置場所

行
政
の
取
組

■メールマガジンの
発行

メールマガジンで区内の市民活動団体の活動状
況を紹介する。

ホームページの情報が更新されるごとにメール
マガジンに掲載して配信する。

○区役所

・メールマガジンに登録する人を
増やす必要がある。

・区内で活動する団体と連携して、
メールマガジンに登録してもらうよ
うにPRすることはできないか。

・メールマガジンに載せる情報を
取捨選択をどのように行うのか。

【取組の実現に向けた課題】
・メルマガ登録者を増やす方法
・市民活動団体の情報の集め方

情
報
発
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に
関
わ
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力
に
関
す
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情
報
の
整
理

実
施
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